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平成 28 年 1 月 21 日 

内閣サイバーセキュリティセンター（NISC） 
 

 
『攻殻機動隊』と内閣サイバーセキュリティセンターがタイアップ！ 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜概要＞ 
「新・情報セキュリティ普及啓発プログラム」（平成 26 年 7 月 10 日）において、情報セキュリテ

ィ対策の重要性を広く国民一人一人に訴求していく手法として、国民に親しみやすいメディア（コ

ミック、ソング等）の影響力に着目し、これらを扱う事業者やクリエイター等と連携した取組も効果
的であると期待されています。これまでも、雑誌や電車内の動画広告等、国民に身近なメディア

を活用した普及啓発活動が実施されてきていますが、こうした取組を官民一体となって更に推

進し、国民全体の意識を高め、具体的な情報セキュリティ対策の実践を促していくことになって

おります。 

そこで、内閣サイバーセキュリティセンター(以下、「NISC」という。)は、マルチメディアコンテンツ

『攻殻機動隊S.A.C.』とタイアップを行うことで講談社・攻殻機動隊製作委員会と合意し、国民に
対して広くサイバーセキュリティに関する普及啓発強化を図るため、タイアップ企画を行うこととし

ました。 

本企画では、講談社・攻殻機動隊製作委員会の協力により、新規書き下ろしイラストを用いた
2016年サイバーセキュリティ月間のタイアップポスターを作成し、全国の関係機関に配布します。

また同キャラクターを用いたウェブバナーを作成し、NISC ホームページ*にて公開及び提供を行

います。 

今回のタイアップ企画を通じ国民一人一人に、「サイバーセキュリティ月間」の趣旨が広く浸透

していくとともに、サイバーセキュリティへの意識が高まることを期待しています。 

* http://www.nisc.go.jp/security-site/ 
 

 また、ポスターの画像制作を担当された、プロダクション I.G 石川光久代表取締役社長よりメ

 

 内閣サイバーセキュリティセンターは、サイバーセキュリティについて、国民一人一

人の関心を高め、理解を深めていただくために、『攻殻機動隊 S.A.C.』とタイアップ企

画を実施することを決定しました。 

 

 企画の一環として、『攻殻機動隊 S.A.C.』キャラクターを用いたサイバーセキュリテ

ィ月間（2/1～3/18）のタイアップポスター等を作成し、全国の関係機関等に配布し

ます。 

 

また、本年のサイバーセキュリティ月間は官民連携で開催することとし、民間イベン

トとして特定非営利活動法人日本ネットワークセキュリティ協会(JNSA)を中心に、独

立行政法人情報処理推進機構(IPA)情報処理技術者試験センター、講談社・攻殻

機動隊製作委員会とともに、民間版タイアップポスター展開、特設サイト公開、攻殻

機動隊公式サブストーリー漫画公開などが行われます。 



ッセージをいただきました。 

 
「『攻殻機動隊 STAND ALONE COMPLEX』には荒巻というキャラクターが語る「スタンドプレー

から生じるチームワーク」という非常に印象的なセリフがあります。現在のインターネットセキュリテ
ィを取り巻く環境はまさにこのセリフが当てはまる時代となったと感じています。 

インターネットの急速な普及、加えてここ数年に起こったスマートフォンの急速な普及は、われ
われ一人一人にインターネットと向き合う高い意識と正しい知識を要求する時代をもたらしました。
個々人が正しい知識を持ちインターネットと対峙（“スタンドプレー”）することにより、総体としての
安全なインターネット社会（“結果としてのチームワーク”）が構築できるのです。 

今回のタイアップイラストをご覧になり、一人でも多くの方がサイバーセキュリティに興味を持っ
ていただければ幸いです。」 

 

＜サイバーセキュリティ月間協力団体の募集とポスターのご提供＞ 

NISC ではサイバーセキュリティ月間の趣旨に賛同し、ポスターを掲示してサイバーセキュリティ

意識向上への呼びかけを行ってくださる、企業・団体・グループを募集いたします。 

お申込みは下記 URL の WEB メールより、発送先、所属、担当者名、ポスター希望枚数、今

後も継続してサイバーセキュリティ関連情報をお送りしてよいかの可否、メールアドレスを記入の

上、ご応募ください。先着１００団体（１団体上限 5 枚）でポスターを提供いたします。 

【応募用 URL】 https://www.kantei.go.jp/jp/forms/nisc_opinion.html 
 

＜攻殻機動隊とは＞ 
『攻殻機動隊』は、1989 年漫画家・士郎正宗氏によって漫画として発表されました。 

インターネットが普及する以前の 1980 年代後半において、現在起こっているサイバー犯罪の

多くを描き、その作品が描く未来社会像は当時大きな衝撃を与えました。 

2029 年を舞台とした急速にネットワーク化が進む社会において、犯罪を未然に阻止する攻性
の組織「公安 9 課」が本作の主人公通称「攻殻機動隊」です。「攻殻機動隊」リーダー草薙素子

が、メンバーとともに果敢にサイバー犯罪に挑んでいくストーリーで、その後も、劇場版映画、TV

アニメ・小説・ゲーム・演劇と継続的に作品が公開され、国内外を問わず幅広い年代の人々に

支持されている作品です。 

 

【本報道発表に関する問い合わせ先】 

内閣サイバーセキュリティセンター 
普及啓発担当 
電話 03-3581-3768（センター代表） 

 



２０１６年サイバーセキュリティ月間ポスターイラスト 

 
 
イラスト制作：プロダクション I.G 

作画 中村深雪 Miyuki Nakamura 

作画監督 後藤隆幸 Takayuki Goto 

電脳空間 上村秀勝 Hidekatsu Kamimura 

背景 竹田悠介（Bamboo) Yusuke Takeda（Bamboo)  

仕上・色彩設計 広瀬いづみ Idumi Hirose 
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